合宿公演脚本／誠
配役　　苅部　思い入れが強い。
　　　　土屋　新入り。
　　　　川口　古株。楽しんでやってる。
　　　　榎本(教授)　普通にも暮らしてる。

　　　　渡辺　仕事っぽく活動
状況　２０１０年、ノストラダムスの予言が当たって世界が滅ぶと思ってた人々は１９９９年までにパーッとやったり、滅ばなかった事に落胆したり、色々あって世捨て人になっちゃって、総武線の千葉と新宿の間くらいのイマイチ栄えてない辺りで共同生活をしつつ、「NPO法人ノストラダムスに肩透かしを食らった人の会」・・・NK3を運営して全国のノストラダムスに肩透かしを食らった人の支援事業を行なっている。収入源は寄付とグッズ販売なんですが、意外とグッズが売れてたりします。
道具　携帯とノート(盛田)、音楽プレーヤー(竹中)、蚊取り線香、ペットボトル＋買い物袋、帳簿のファイル、茶封筒(上薗)
苅部、舞台正面でノートと携帯電話を握り締めながら叫んでいる。だんだんしんみりしてくる。

苅　１９９９年、世界が滅ぶ。僕はそう聞かされて育った。５歳か６歳、物心付いたばかりの僕は、もう既に人生の折り返し地点に居た。３６５×５が出来ない代わりに３６５を五回足し、丁寧にも閏年の為の一日を足して、なのに結局は１８００日くらいと諦めてしまうような達観した年長組の幼稚園生だった。将来何になりたいかと聞かれても十一歳より先の僕は存在しない筈だし、今更存在されても困ると思っていた。滅ぶんだ、絶対に滅ぶんだ。そう信じていた友達も一人減り、二人減り、「プロ野球選手」、「花屋さん」と後から考えれば恥ずかしくなるような将来の夢を並べる小学生に成り下がってしまった。僕だけはこうなるものかと、僕だけは、人生の折り返し地点を過ぎてしまった幼稚園児で居続けてやると、意固地になった僕は小学一年生の黄色い帽子なんか被らずに、幼稚園のベレー帽をちょこんと乗っけて学校に通った。頭が固い古いタイプの教師だった小学校の担任は僕の両親を呼び付けて叱りつけたのだそうだ。それでも僕は・・・。

音楽を聴きつつ、土屋が途中で入ってくる。入ってきて座り、イヤホンを外して暫く待っている。

土　苅部君。
苅　今良いとこなんだけど。

土　あとどれくらい？

苅　一年生編が１０分くらい。

土　んー。

苅　ダメ？

土　うん。てか、そういうアレじゃないし。
苅　やっぱ？

土　うん。

苅　じゃ、時間余ったら。

土　そね。

苅　川口さんは？

土　買い物。

苅　え、日曜に買出し行ったよね？

土　蚊取り線香、欲しいらしくて。

苅　あぁ。
土　ノーマットとかあったと思うんだけどね。
苅　川口さんね、蚊取り線香好きだから。
苅　あ、お帰りなさい。
榎本後ろを通る。

土　お帰りなさい。
榎　ただいま。

苅　匂いが好きなんだって。
土　蚊取り線香。
苅　土屋さん、どうよ？
土　どうって？
苅　蚊取り線香。

土　別に嫌いじゃないけど。
苅　そか。
土　うん。あ、飲み物とかも買うみたい。何かお客さん来るから。

苅　ふーん。

土　何かね、寄付してくれるみたい。

苅　うちに？

土　そうそう。良くあんの？こういうの。
苅　あー、まぁ、たまに。信じてた人で、お金ある人とかが。
土　へー。
苅　結構信じてる人いたんだろうね。

土　あんま周りにいなかったのになぁ。

苅　たまに流行ったけど。

土　そそ。直前は凄く流行ったし。

苅　本とか出てたし、テレビの特番とかもやってたかな。

土　コメンテーターとかどうなったんだろうね。

苅　どうなんだろ。

土　教授みたいにまだ頑張ってるか、普通にやってるか、かな。

苅　普通に(笑)

土　いや、普通にやってる人もいるでしょ。

苅　かなぁ。

土　だと思うよ。だって。
苅　そゆのは、あれじゃない？何か。

土　あれ？

苅　何て言うか、足らなかったんじゃない？思い入れとか、そういうの色々。

土　あぁ。

苅　良いんだけどさ、そういう人いても。
土　・・・・・。

苅　それぞれ色々あるから。

土　・・・・・。

苅　・・・・・。

苅部、携帯を開いて弄り始める、それを見て、土屋もイヤホンをつける。

榎本、また通る。

土　あ、教授。メール読みました？
榎　ん？あぁ、自由研究の奴？
土　そうです。小学生の、女の子。
榎　何でうちなんかに連絡来たんだろうね。

土　ネットで見たんだと思いますよ。
榎　あー。

土　渡辺さんがＨＰ作ったじゃないですか。

榎　そか、あれか。

土　ええ。

榎　自由研究、ネットでやるんだ。

土　え、結構前からそんな感じですよ。

榎　へー・・・。

土　返信しました？
榎　したよ。そしたらすぐ返事来て。携帯だからさ、向こう。最近、小学生も持ってるんだね。

土　で、何て？
榎　説とか、解釈とか、聞かれた。何か意外と詳しいのね。

土　へー。

榎　アンゴルモアの大王についてどういう見解ですか？とか鋭い質問あったよ。

土　あはは、私、モンゴル派でした。教授は？

榎　アッティラ派だった。

土　色んな本に、ホント、色んなこと書いて有りましたよね。

榎　うん。あ、その子ね９９年の８月生まれなんです、って言ってた。
土　なるほど。

榎　予言後世代だね。

土　下手したら生まれてませんからね。
榎　そうだね。グッズも買ってくれたみたい。
土　熱心ですねー。

榎　うん、何か嬉しくてさ、語っちゃった。

土　相手小学生ですよ？

榎　いやー、何か、職業病？

土　それで、もういいんですか？その子。

榎　いや、それがさ。

土　ええ。

榎　親御さんが「怪しい人とメールしちゃいけません」って。

土　あ・・・あぁ。

榎　ま、怪しいわな。

土　いや、そんな。

榎　だいじょぶ、だいじょぶ。慣れてるから。

土　･･････。
榎　。

土　はぁ。

榎　昔は流行ったんだけどね。
土　ええ、教授みたいな人、結構テレビ出てましたよね。

榎　そそ。ちょっと遅かったんだよね。もうちょっと早く生まれてたらテレビ出てたかも。
土　当時はまだ学生ですか？

榎　んー、院にいたかな？

土　あ、初耳。

榎　機械工学やってた。

土　え、理系？
榎　あ、でも、でも原典読もうと思ってフランス語はかなり勉強してたよ。

土　はぁ。え、でも。
榎　・・・あれラテン語なんだよね。

土　・・・ですよねー。

榎　うん。ま、そんな感じだった。
土　じゃ、原典は結局。

榎　仏語訳読もうと思ったんだけど、考えてみたら、訳本なら日本語で良いかな、って。

川　ただいま。(重ねて)　教授―、教授―。
榎　あ、帰ってきたね。

土　ええ。

榎本退出。すぐに川口と戻ってくる。手には袋。

土　川口さんは？

榎　線香焚くみたい。

土　あぁ。

榎　川口さん、あの匂い好きみたいだから。

土　ええ。教授は？

榎　んー、結構好きかも。

土　へー。

川　はいはい、ただいま。

土　あ、おかえりなさい。

榎　おかえり。

川　駅前まで行ったら結構かかっちゃって。教授のキーホルダー売ってましたよ、駅前に。

榎　あれね、結構自信作。歩きで行ったの？

川　バスです。なかなか来なくて。

土　道路混んでますからね。

榎　そうねー。
川　教授、帰る時どうでした？

榎　ん？ついさっきだから、あんま変わらないんじゃない？

川　あ、そですか。

榎　うん、今日は昼間の授業だったから。

土　授業？

榎　あ、予備校ね。物理。

土　あー。

川　結構ね、人気講師。
榎　ま、それなりに。

土　へー、初耳。

苅部、席を立つ。

榎　あ、玄関片付けといてね。

苅　はい？

榎　靴出てたよ、苅部君の。

苅　あぁ。

榎　お客さん、来るから。

苅　・・・・・。

苅部退出。

榎　ご機嫌斜め？

土　ええ、何か気に障ること言ったかも。

榎　ま、繊細な子だから。

川　繊細って言うか神経質？

土　思わぬところに地雷があるって言うか。

榎　そうそう。

土　普段は、普通なんですけどね。

榎　そうだね。いい子だし。

川　ええ。
榎本席を立つ。

土　どうしました？

榎　玄関、片付けてくる。

土　あ、私やりますよ。

榎　いや、良いよ。

土　いえいえ。周りの掃除もしますから。
土屋退出。

榎　・・・・。

川　普段は普通って、そうだよね、普通は。

榎　え？

川　さっきの。

榎　あぁ。

川　ね？

榎　・・・・・。

川　土屋さん、結構慣れてきましたね。

榎　あ、うん。

川　良いのか分からないけど。

榎　そうだね。

川　あ、渡辺さんは？
榎　二階で帳簿つけてるよ。

川　そか、じゃ、後でも良いかな。

榎　レシートなくす前に行ったら？

川　あぁ。

榎　行ってきたら？

川　座っちゃったし。
榎　いや、でも。

川　呼んだら聞こえるかな？渡辺さーん。渡辺さーん。

榎　川口さん、上、苅部君もいるし。

川　えー、別に寝てるわけじゃないんだし。

榎　そうだけど。

川　渡辺さーん。渡辺さーん。・・・・あ、来た。ごめん、何度も。

渡　いえ。何か急ぎですか？

川　そういう訳じゃないんだけど、買い物行ったから、で、レシート。

渡　買い物この前行ったでしょう？

川　そうだけど、今日お客さん来るから。

レシートを渡す。

渡　蚊取り線香、川口さんの趣味でしょ。

川　いや、それは、あっても困らないでしょ。

渡　飲み物は良いですけど。
川　ああ。

渡　それで良いですね？

川　はいはい。

渡　じゃ、レシート預かりますね。お金持ってきます。

渡辺退出

榎　ほら。

川　ほらって？

榎　え、だって不機嫌じゃなかった？

川　そういうのじゃないと思いますよ。渡辺さんいつも厳しいですし。

榎　だったら最初から飲み物だけにしとけば。

川　いや、たまには許してくれるかも知れないじゃないですか。

榎　あぁ・・・。

渡辺入って来る。

渡　はい。

川　あ、どうも。

渡　あのさ、苅部君、どうしたの？

榎　どうしてた？

渡　寝てはいないみたいなんですけど、明りつけてなくて。

榎　へぇ。

川　良く分んないね。

榎　ま、地雷だよね。たまにあるから。

渡　そうなんですか。
榎　渡辺さん、あんま喋んないからかな。

渡　あぁ。そうかも知れません。苅部君の話、難しいから、ちょっと。

榎　結構面白いよ、聞いてると。

渡　教授は詳しいから良いですけどね、私はちょっとね。

榎　渡辺さん真面目だから。

川　え、でも、苅部君も。

榎　そうじゃなくて、何か、渡辺さんきっと、苅部君の話、真面目に聞いちゃうから。

川　あぁ。

渡　だって・・・ねぇ。
榎　半分くらいで良いんだよ。あ、メール見てくる。

渡　ん？

榎　ホームページ見て、小学生がメールくれて。

渡　へー。

榎本去る

川　小学生だって。どうなんだろね。

渡　いや。

川　ん？

渡　小学生だから、まぁ、良いじゃないですか。

川　あぁ・・・。

渡　・・・・。
川　・・・今月どうなの？

渡　収支？

川　そうそう。

渡　４０万位です。

川　売れてるね。

渡　地元の人が町興しに使いたいって。

川　へー。

渡　ま、土産物には良いかもしれませんね。

川　一人８万かぁ。生活出来ちゃうよねー。住むトコあるし。今日も寄付あるし。

渡　あ、教授は今月要らないみたいです。

川　そか。金あるもんね、教授は。

渡　キーホルダーとか教授が作った奴、売れ筋なんですけどね。

川　あれ可愛いよね。駅前で売ってたよ。
渡　あとは苅部君のＴシャツですかね。

川　あれね、原宿で着てる子いたって土屋さん言ってた。

渡　え、それ凄いじゃないですか。

川　私も頑張らなきゃ。

渡　苅部君は物販反対みたいですけどね。

川　真面目だから。

渡　これで食ってくのか、バイトするのか、彼としてはどっちが良いんでしょうね。
川　どうなんだろね。あ、線香見てくる。あと、土屋さん掃除してるからついでに。
渡　あぁ、はい。私もこれやったら行きます。
川口退出・間

苅部入ってくるが渡辺は気付かず。

苅　・・・渡辺さん。
渡　あぁ。降りてきてたんだ。

苅　ええ。

間

苅　Ｔシャツ、売れてるんですか？

渡　あ、聞いてた？

苅　すみません。

渡　いや、良いよ。

苅　・・・・。

渡　・・・・。
苅　良く分んないんですよね。

渡　ん？

苅　バイトするのと、Ｔシャツ作るの。

渡　あぁ。

苅　外、掃除してるんですか？
渡　みたい。行こうか？

渡辺、苅部退出。
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